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○名札の運用について（例規通達） 

令和４年３月１日群本例規第４号（務） 

名札の運用について（例規通達） 

見出しのことについては、次のように定めたので、誤りのないようされたい。 

なお、名札の着用について（平成13年５月18日付け群務第304号通達）及び名札の再交付等について

（令和３年１月21日付け群務第25号事務連絡）は、廃止する。 

記 

１ 名札の制式 

名札の制式例は、別図のとおりとする。 

２ 名札の交付等 

(１) 交付 

ア 所属長は、別に定めるところにより、入庁証及び入庁証専用のネックストラップ（入庁証を

入れるためのポケットが付属しているものをいう。以下「ネックストラップ」という。）が配

布された場合は、名札を作成し、職員（会計年度任用職員を含む。以下同じ。）に交付するも

のとする。 

イ 職員は、名札が交付された場合は、当該ポケットの片面（入庁証の台紙と別面）に、名札を

挿入するものとする。 

(２) 返納 

職員は、退職し、出向し、長期の休暇若しくは休業を取得し、改姓し、名札を破損し、その他

名札を返納する必要がある場合は、所属長に名札を返納しなければならない。この場合において、

所属長は、適切な方法により、当該名札を処分するものとする。 

(３) 再交付 

前記(２)の規定により名札を返納した場合（復職し、改姓し、名札を破損し、その他名札を再

交付する必要がある場合に限る。）又は名札を遺失し、若しくは盗難に遭った場合は、前記(１)

の規定に準じて、名札を再交付するものとする。 

３ 名札の着用 

(１) 着用業務 

名札を着用する業務は、受付業務、窓口業務、相談業務その他所属長が必要と認める業務（警

察本部内又は警察署内（交番・駐在所を除く。）における業務に限る。）とする。 

(２) 着用の例外 

職員は、次に掲げる場合においては、名札を着用しないことができる。 

ア 階級章及び識別章を着装している場合 

イ 当直勤務に従事する場合 

ウ 県民と応対する際に、名刺、連絡票等の書面又は口頭により氏名を告知する場合 

エ 名札の着用が適正な職務執行を妨げることとなると所属長が認めた場合 

(３) 着用の方法 

職員は、着用業務に従事する場合（前記(２)の規定により例外となる場合を除く。）は、名札

の面を正面に向けて、ネックストラップを着用するものとする。 

別図 
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